
福岡県宇宙ビジネス実態調査業務 

【企画提案公募実施要領】 

 

 

１ 委託業務名 

福岡県宇宙ビジネス実態調査業務 

 

２ 目的 

  福岡県宇宙ビジネス実態調査を、より効果的な企画・運営業務を実施するため、本調査を

委託する事業者を企画提案公募により選定する。 

   

３ 委託業務内容 

  「福岡県宇宙ビジネス実態調査業務【企画作成仕様書】」のとおり 

 

４ 委託実施期間 

  契約締結日から令和９年３月１９日まで 

 

５ 見積上限額 

  金３，３３９，０００円以内（消費税及び地方消費税含む） 

 

６ 企画提案公募参加資格 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４各項（一般競争入札の参加

者の資格）に掲げる者に該当しないこと。 

（２）福岡県物品購入等に係る物品業者の指名停止等措置要綱（平成１４年２月２２日１３官達

第６６号総務部長依命通達）に基づく指名停止期間中でないこと。 

（３）福岡県暴力団排除条例（平成２１年１０月１９日福岡県条例第５９号）に定める暴力団員

等又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者でないこと。 

（４）委託業務に関するノウハウを有し、かつ当該委託業務を円滑に遂行するために必要な経営

基盤を有していること。 

（５）過去５年間に、国、地方公共団体等と、実態調査等に係る業務契約を締結し、これらをす

べて誠実に履行した実績を有する者 

（６）事業の実施に当たって、振興会議からの求めに応じて、事業効果を高めるために必要な業

務改善への積極的な取組や業務手法の変更、事業の進捗管理に必要な資料提供などに誠実

かつ確実に対応できるものであること。 

 

７ スケジュール 

（１）企画提案公募の開始  令和８年４月２０日（月曜日） 

（２）質問受付期限         ４月２７日（月曜日）１２時必着 



（３）質問への回答         ５月１１日（月曜日） 

（４）企画提案書の提出期限     ５月２２日（金曜日）１２時必着 

（５）審査結果の通知        ６月 １日（月曜日） 

 

８ 企画提案公募に関する質問 

（１）提出方法 

電子メールにより「10 企画提案書の提出期限及び提出先」宛に、質問票（様式１）を 

送信すること。 

   ※ 電話や口頭による質問、受付期間以外の質問は受け付けない。 

（２）回答方法 

質問に対する回答は、５月１１日（月曜日）に福岡県半導体・デジタル産業振興会議のホ

ームページ（https://www.robot-system.jp/）へ掲載する。 

ただし、質問又は回答の内容が質問者の提案内容に密接に関わる場合は、質問者に対して

のみ回答する。 

 

９ 企画提案書の作成方法等 

企画提案書には、委託業務の内容に関する次の以下（１）から（３）までの内容については

記載すること。 

なお、本業務についての独自の提案がある場合は、そのポイントが明確に分かるよう記載す

ること。 

（１）提案事業者の概要 

ア 提案事業者の組織体制、経営状況、事業内容等 

イ 国又は地方公共団体の業務委託先等実績（特に当該事業に類似した事業のもの） 

（２）業務全体の概要 

ア スケジュール、実施体制 

イ ヒアリング調査の実施 

ウ 衛星データ利活用ビジネス参入のポテンシャルがある企業の発掘、モデルケース調査 

（３）業務内容の詳細 

「福岡県宇宙ビジネス実態調査業務【企画作成仕様書】」のとおり 

（４）見積書（様式自由） 

ア 「福岡県宇宙ビジネス実態調査業務【企画作成仕様書】」に基づいた事業の実施に直

接必要となる経費とすること。 

イ 見積書には積算内容を詳細かつ具体的に記載すること。 

ウ あて先は「福岡県半導体・デジタル産業振興会議 会長 津田 純嗣」とすること。 

（５）企画提案書の様式 

ア 企画提案書は、日本産業規格 A4で作成すること。 

イ 表紙には、「福岡県宇宙ビジネス実態調査業務」と記載し、提出年月日、会社名（団体

名）を記載すること。 



ウ 企画提案書は図表等を含めて３０ページ以内（表紙を除く）とし、ページ番号を振る

こと。また、内容は、簡潔かつ明瞭に記載すること。 

エ 文字の大きさは、１０．５ポイント以上とすること（表題、図表を除く）。 

（６）その他 

ア 提出された企画提案書等は委託先の選定のみに使用する。 

イ 企画提案書の作成に要した費用、その他参加に要した費用については提案事業者の負

担とする。 

ウ 本要領に示した公募参加の資格がない者、提出書類に虚偽の記載をした提案事業者企

画提案書は無効とする。 

エ 提出された企画提案書等は、理由の如何を問わず返却しない。 

 

10 企画提案書の提出期限及び提出先 

（１）提出期限 

   令和８年５月２２日（金曜日）１２時必着 

（２）提出先 

 福岡県半導体・デジタル産業振興会議事務局 

（福岡県庁行政棟７階 先端技術産業振興課内） 

 〒８１２－８５７７ 福岡県福岡市博多区東公園７番７号 

担当：西川、入江 

（電話：０９２－６４３－３４４５ E-mail：info@robot-system.jp） 

（３）提出物 

   ・企画提案書、見積書 各５部 

   ・企画提案書、見積書の PDF データ 

（４）提出方法 

   郵送又は持参（PDFデータは CD-ROM 等または Gigafile 便等のファイル共有） 

※郵送の場合は、提出期限必着のこと。 

※持参の場合は、土日・祝日を除く平日の９時から１７時の間に持参すること。 

 

11 受託事業者の選定等 

（１）選定方法 

「福岡県宇宙ビジネス実態調査業務委託事業者選定委員会（以下「委員会」という。）にお

いて、企画提案書の内容を総合的に審査し、最も優秀な提案を行った１事業者を受託事業者

として選定する。 

   そのほか、選定に当たっては、次の事項に従い審査を行う。 

ア 当該企画提案書に対する各委員の評価点の合計が満点の６割に満たない場合は、

受託事業者を選定しないことがある。 

イ 評価点の合計が最も高い企画提案書が複数ある場合（「ア」により受託事業者を選

定しない場合を除く）は、当該企画提案書の評価項目ごとの各委員の点数の合計を算



出し、当該合計が最も高い評価項目数が多い企画提案書を提出した提案事業者を受

託事業者として選定する。 

ウ 受託事業者が辞退した場合は、次順位以降の者を繰り上げて選定する（「ア」により

受託事業者を選定しない場合を除く）。 

エ 提案者が１者のみの場合は、選定委員の点数を集計し、選定委員会で協議の上、受託

事業者とするか否かを決定する。 

（２）失格事由 

次の事項に該当する者は失格とし、応募は無効とする。 

   ア 本要領に示した企画提案公募参加資格がない者 

   イ 故意に提出書類に虚偽の記載をした者 

ウ 提出期限内に所定の書類を提出しなかった者  

（３）選定結果の通知 

   選定結果は、提案事業者全員に書面で通知する。 

※ 個別具体的な選定理由等、選定の経緯は公表しない。 

※ 選定結果に対する一切の異議申し立ては受け付けない。 

 

12 委託契約について 

（１）選定委員会で選定された受託事業者と委託契約を締結する。なお、契約締結に係る費用    

  は受託事業者の負担とする。 

（２）契約締結に当たっては、提案内容を基に両者協議の上、最終の仕様を決定する。 

（３）委託料は、事業の実施に必要な全ての経費（人件費、旅費、通信運搬費、消耗品費、印刷 

製本費、賃借料、謝金、保険料等）を含むものとし、原則として領収書等で確認できるもの 

を対象とする。 

ただし、受託事業者による会合や飲食費、委託業務とは直接関係ない経費や、備品購入な

ど財産取得となる経費は対象外とする。 

 

13 問い合わせ先 

福岡県半導体・デジタル産業振興会議事務局（福岡県庁行政棟７階 先端技術産業振興課内） 

担当：西川、入江 

電話：０９２－６４３－３４４５ E-mail：info@robot-system.jp 

 

 

   附 則 

 この要領は、令和８年４月２０日から実施する。 


